
宋
代
「
談
馬
顔
等
国
」
の
位
置
に
関
し
て

木

村

宏

葺ミ代「調馬類等園」の位置に間して　（木村）

一

諸
養
芯
巻
上
流
求
国
条
に
「
流
求
国
当
泉
州
之
東
舟
行
約
五
六
日
程
…
－

往
事
於
一
頭
肇
有
験
舎
講
談
馬
顔
等
国
」
と
、
丈
章
中
既
舎
耶
は
既
に
和
田
清

博
土
に
よ
り
現
在
の
ブ
イ
リ
ピ
ン
群
島
ピ
サ
や
諸
島
内
に
根
拠
地
を
置
く
国
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

で
は
な
い
か
と
考
証
さ
れ
て
い
る
。

　
石
田
幹
之
助
氏
も
和
田
博
±
の
説
を
継
が
れ
、
殴
舎
耶
即
ち
く
δ
契
9
と
比

　
　
②

定
さ
れ
、
其
間
、
何
導
の
疑
義
も
有
し
て
お
ら
れ
な
い
。
尤
も
和
田
博
士
は
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

求
国
を
現
在
の
台
湾
と
比
定
さ
れ
、
文
章
の
解
読
上
、
台
湾
よ
り
南
饗
し
て
バ

ブ
ヤ
ン
諸
島
、
ル
ソ
ン
島
付
近
に
ま
で
ピ
サ
や
族
が
活
躍
し
て
い
た
の
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

い
か
と
附
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
出
跨
諸
氏
を
始
め
、
近
時
に
は
梁
謹
製
氏

⑤
等
に
よ
り
宋
代
の
暁
舎
耶
は
ブ
イ
リ
ピ
y
群
島
内
で
は
な
く
台
湾
付
近
に
比
定

せ
ん
と
試
み
ら
れ
て
い
る
。
醗
舎
耶
を
め
ぐ
る
位
置
上
の
説
を
大
別
す
れ
ば
こ

こ
に
二
説
考
え
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
和
田
博
士
の
ピ
サ
や
族
の
活
躍
を
現
在
の

台
湾
、
更
に
流
弾
付
近
に
ま
で
拡
大
す
れ
ば
一
致
さ
せ
る
こ
と
も
困
難
で
は
な

い
。
か
つ
て
流
求
國
に
は
大
小
二
国
が
考
え
ら
れ
た
の
で
、
仮
に
小
流
求
圏
を

台
湾
南
西
海
中
の
一
小
島
と
比
定
す
れ
ば
、
大
流
求
国
は
台
湾
本
島
か
、
或
い

は
他
の
島
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
流
求
と
は
現
・
今
の
福
建
、
広
東
方
面
の
言
語
よ
り
察
す
れ
ば
「
ル
グ
」
と
発

　
　
　
　
　
⑥

音
さ
れ
る
が
、
も
し
流
求
国
申
、
ル
ソ
ン
島
近
傍
或
い
は
本
島
自
身
に
上
述
の

発
音
に
近
い
土
地
が
あ
れ
ば
大
流
求
国
と
は
ル
ソ
y
島
内
に
求
め
て
も
不
合
理

で
は
な
く
、
更
に
そ
れ
に
関
連
し
た
既
会
耶
の
根
拠
地
が
ピ
サ
や
諸
島
内
に
求

め
ら
れ
て
も
不
都
合
で
は
な
か
ろ
う
。
諸
蕃
志
巻
上
申
に
「
泉
州
之
東
」
と
あ

る
が
、
磁
石
を
航
海
に
利
用
す
る
ま
で
中
国
入
は
往
々
東
と
南
と
を
混
同
し
て

　
　
⑦

お
り
、
た
と
い
東
方
と
記
し
て
も
東
其
方
の
場
合
が
多
く
、
泉
州
を
閏
帆
し
て

北
西
季
節
風
を
利
用
し
て
東
方
に
航
す
れ
ば
彰
湖
西
に
達
し
、
更
に
進
め
ば
当

然
台
湾
南
西
端
、
バ
ブ
ヤ
ン
諸
島
、
ル
，
ソ
ン
島
北
岸
付
近
に
到
達
す
る
は
ず
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

流
求
国
に
大
小
二
国
あ
る
こ
と
と
考
え
合
せ
、
大
流
求
即
ち
ル
ソ
ン
と
解
し
て

も
不
合
理
と
は
断
定
出
来
な
い
。
仮
に
大
流
聖
な
る
地
名
知
識
が
回
教
弾
入
か

ら
中
国
人
に
伝
わ
っ
た
と
し
て
も
、
ま
た
中
残
雪
が
実
際
に
流
弊
国
へ
往
つ
た
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も
の
と
考
え
て
も
、
ル
ソ
ン
島
北
岸
よ
リ
ア
ッ
パ
リ
を
経
て
カ
ガ
ヤ
ソ
川
を
臨

み
、
更
に
漢
谷
内
の
イ
フ
ガ
オ
族
に
よ
り
作
ら
れ
た
階
段
濫
作
状
況
を
見
れ
ば

台
湾
島
に
比
し
て
如
何
に
大
な
る
か
自
ら
判
明
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
よ
り
考
察
す
れ
ば
殴
舎
耶
の
位
置
が
次
第
に
明
確
に
な
っ
て
く
る
。
既

舎
耶
が
多
少
の
位
置
の
ず
れ
が
あ
る
に
せ
よ
、
ピ
サ
や
諸
晶
近
辺
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
は
不
合
理
で
は
な
く
、
丈
中
次
に
記
さ
れ
て
い
る
談
馬
顔
等
国
が
や
は

り
そ
の
付
近
に
見
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

　
申
国
命
（
広
東
語
）
要
談
馬
顔
等
国
と
は
発
音
上
か
ら
云
え
ば
タ
ヌ
・
マ
ー
・

ガ
ン
・
テ
イ
エ
ソ
と
な
る
が
、
当
時
、
福
建
の
方
言
で
ど
の
よ
う
に
発
音
し
た

か
は
明
確
に
は
云
え
ぬ
。
た
だ
音
韻
の
み
で
考
え
れ
ば
ピ
サ
や
諸
島
南
部
か
ら

ミ
y
ダ
ナ
オ
島
に
か
け
て
比
較
的
多
く
散
見
す
る
。
例
え
ば

　
↓
β
日
冨
σ
Q
墨
⇒
H
ω
ど
（
ω
巳
自
）
↓
ρ
臼
冨
。
（
1
煽
）
＜
匡
●
（
O
o
富
葺
け
o
Z
．

　
窯
．
）
8
β
営
㌶
き
σ
q
器
日
戸
（
ω
巳
郎
）
8
ρ
諺
ぴ
震
餌
剛
戸
（
蜜
ぎ
α
g
。
ソ

　
6
¢
日
9
ユ
言
⇒
四
切
・
（
N
餌
ヨ
げ
8
農
曽
）
’
臼
9
目
冨
鐙
降
（
N
曽
5
P
σ
0
9
β
σ
q
勉
）
り

　
∪
β
日
9
讐
昌
（
剛
巴
㊧
埼
9
。
昌
ソ
U
貯
P
四
暮
（
G
Q
仁
ユ
ぴ
Q
き
）
噂
↓
ぎ
餌
ヨ
一
）
P
O
節
”

　
（
ω
餌
日
鋤
聴
）
b
U
g
罎
黛
⊃
品
器
（
目
9
一
〇
）
肋
6
碧
一
〇
σ
窪
（
い
①
讐
①
）
馳

　
U
巷
一
鐙
昌
（
N
9
琶
9
曽
畠
”
ソ
U
偉
誉
①
α
q
①
＃
①
（
瓢
Φ
σ
q
8
ω
）

等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
…
蹴
舎
耶
を
ピ
サ
や
海
付
近
の
島
々
に
根
拠
地
を
置
く
種
族
国
家
と
考
え
、
当

時
の
航
路
及
び
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
北
岸
の
要
港
ブ
ツ
ア
y
と
の
関
係
を
考
厳
に
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

堕
れ
る
と
、
そ
の
地
域
’
的
中
・
心
部
は
セ
ブ
島
（
東
西
洋
考
申
に
お
け
る
宿
．
霧
雲
）

付
近
に
求
め
ら
れ
る
。
更
に
「
需
要
既
舎
福
野
馬
顔
全
国
」
と
の
文
よ
り
推
し

て
談
馬
顔
等
国
が
そ
の
付
近
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
蘇
禄
が
ス
ー
ル
τ
諸
島
内
、
西
霞
後
は
モ
溝
隠
と
呼
ば
れ
る
種
族
の
国
家
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

あ
る
こ
と
は
既
に
比
較
的
明
確
に
比
｛
疋
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ピ
サ
ヤ
と
の
申
間

を
想
定
す
れ
ば
サ
ン
ボ
ア
ン
ガ
半
島
の
海
岸
線
に
、
沿
っ
た
付
近
、
ネ
グ
ロ
ス
島
、

セ
ブ
島
、
ボ
ホ
ル
島
の
南
部
付
近
で
あ
ろ
う
。
サ
ン
ボ
ア
ン
ガ
北
端
に
は
U
9
。
－

豊
里
p
が
あ
り
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
爵
北
岸
の
金
鉱
採
掘
地
た
る
ブ
ツ
ア
ン
と
ス
ー

ル
ー
諸
島
と
の
連
絡
上
、
寄
港
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
地
点
で
あ
る
。
た
だ
U
鋤
鷺
冨
”

　り　　　　　　　がむ

璽　　　
ミ　ニレ
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灘
縫
鰐
縞
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上代「談馬顔等國」の位置に闘して（木村）

は
明
代
初
期
既
に
晒
脱
気
と
し
て
知
ら
れ
、
先
学
の
士
に
よ
り
殆
ん
ど
疑
義
を

含
む
余
地
な
き
ま
で
に
確
定
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
諸
点
を
考
慮
に
容
れ
れ
ば
ネ
グ
ロ
ス
島
東
南
端
U
ρ
き
簿
σ
q
器
欝
Φ
が

最
も
諸
条
件
に
適
合
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
附
函
参
照
）
。

二

　
東
西
洋
考
に
よ
れ
ば
東
洋
針
路
と
は
泉
州
よ
り
彫
湖
、
台
湾
を
経
て
麻
里
噛
、

漏
嘉
施
薗
、
三
論
、
麻
逸
、
合
錨
里
国
、
眠
謝
状
、
（
談
馬
顔
等
）
、
蘇
禄
の
順

に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
こ
の
場
合
、
東
西
洋
考
　
巻
九
　
舟
犬
引
中
の
地
名
よ

り
類
推
し
て
宋
代
当
時
の
地
名
に
当
て
は
め
て
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。

　
宮
良
当
壮
博
士
に
よ
れ
ば
陪
…
書
の
流
求
は
台
湾
に
相
違
な
い
と
述
べ
ら
れ
て

　
⑪

い
る
。
巻
八
十
一
の
流
求
国
伝
で
大
業
三
年
（
A
D
六
〇
七
年
）
晴
半
解
寛
と

何
螢
と
が
流
求
に
行
っ
た
と
あ
る
が
、
和
田
博
士
に
よ
れ
ば
義
安
は
一
頭
の
沖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
あ
る
今
の
南
襖
島
と
比
定
さ
れ
、
勿
総
喚
は
彰
湖
島
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

東
行
二
日
の
行
程
は
彰
三
島
に
達
す
る
の
に
義
安
か
ら
出
立
し
た
兵
士
が
漕
頭

の
辺
か
ら
出
帆
し
て
二
日
で
彰
湖
島
に
着
き
、
更
に
水
行
一
日
に
し
て
往
き
着

い
た
の
が
流
求
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
時
間
約
距
離
よ
り
推
し
て
台
湾
島
の
西
南

部
、
台
南
付
近
に
到
着
し
た
に
相
違
な
い
。
航
行
が
北
西
季
節
風
を
利
用
し
て

の
場
合
を
考
え
れ
ば
、
卑
下
島
の
位
置
と
の
関
係
か
ら
台
南
以
北
に
求
め
る
の

は
か
え
っ
て
不
合
理
な
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
台
湾
の
南
西
岸
に
あ
る
東
港
付

近
に
馬
繋
島
螺
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
台
湾
が
か
つ
て
の
流
説
と
呼
称
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
、
台
湾
全
体
が
小
流
求
で
あ
っ
た
こ
と
を
も
推
察
さ

せ
る
。
小
流
求
の
位
遣
が
台
湾
の
南
端
近
く
に
位
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
ゆ

も
そ
の
爾
の
バ
ブ
ヤ
ン
諸
島
と
の
交
渉
、
即
ち
ヤ
ミ
族
の
移
動
、
ピ
サ
や
族
め

交
易
層
的
上
の
北
進
等
を
考
慮
に
容
れ
れ
ば
三
瞑
が
バ
ブ
ヤ
ン
諸
島
に
近
く
に

ま
で
、
ま
た
既
舎
耶
が
ピ
サ
や
族
の
建
設
し
た
国
で
ル
ソ
ン
島
付
近
、
台
湾
近

く
ま
で
航
行
し
て
中
国
船
に
接
触
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
。
鹿
野
忠

雄
氏
に
よ
れ
ば
ピ
サ
や
族
の
根
拠
地
は
ピ
サ
や
諸
島
中
で
も
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

岸
に
近
い
セ
ブ
に
求
め
て
も
不
合
理
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
談
馬
顔
等
国
が
そ
の

付
近
と
し
て
ネ
グ
ロ
ス
島
U
ロ
ヨ
p
σ
q
q
Φ
菖
①
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
は
さ
し
て
困

難
で
は
な
い
。
薄
岸
サ
ン
ボ
ア
ン
ガ
半
島
と
船
舶
の
航
行
上
、
海
嫉
を
な
し
て

一
関
所
の
観
を
呈
し
、
対
岸
港
市
ダ
ピ
タ
ン
と
の
交
渉
も
あ
り
、
更
に
南
進
し

て
蘇
禄
よ
り
丈
泰
と
回
教
商
入
の
活
躍
し
た
圏
内
に
入
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ

の
先
端
は
所
謂
、
西
洋
諸
国
に
入
る
か
ら
、
申
国
と
古
来
、
最
も
交
渉
の
頻
繁

に
行
わ
れ
た
国
々
に
達
せ
ら
れ
る
。

三

　
宋
代
に
お
け
る
回
教
商
人
の
活
躍
を
調
べ
る
に
、
先
ず
、
僻
統
断
煙
、
中
国

回
教
吏
申
、
第
三
出
早
朱
代
の
回
教
篇
に
お
い
て
海
上
交
通
の
繁
盛
を
述
べ
、
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

八
七
年
頃
、
申
國
に
入
荷
さ
れ
た
物
晶
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
中
に
は
黄
蝋
、
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情
心
箪
、
そ
の
他
、
群
島
に
振
興
す
る
物
も
少
く
な
い
。
ま
た
諸
蕃
憲
V
農
夷

憲
臨
簿
に
見
ら
れ
る
南
海
の
策
洋
諸
藩
帯
、
中
許
に
鐘
参
し
た
物
品
中
に
多
く

良
一
嘆
の
産
物
の
み
見
ら
れ
、
中
国
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
物
品
は
殆
ん
ど
記
し
て

な
い
。
恐
ら
く
申
子
船
が
直
接
平
地
へ
行
っ
て
交
易
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
彼
地

よ
り
交
易
に
や
っ
て
来
て
、
途
申
、
掛
継
地
で
交
易
す
る
か
、
或
い
は
直
接
中

國
へ
持
っ
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
。
中
国
と
彼
地
と
の
中
閥
に
ま
た
先
述
の
回
教

商
入
の
活
躍
を
考
え
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
こ
に
交
易
が
単
な
る
二
者
間
で
行
わ
れ

た
の
み
と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
る
。

　
國
教
選
入
が
差
脚
よ
り
磁
石
の
知
識
を
得
、
羅
針
盤
を
青
鷺
し
た
こ
と
は
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

国
回
教
更
中
に
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
利
用
が
回
教
商
人
を
し
て
沿
岸
航

行
よ
り
横
断
航
行
に
進
転
さ
せ
る
動
機
と
な
っ
た
。
従
っ
て
、
か
つ
て
沿
岸
も

し
く
は
島
嘆
づ
た
い
の
航
行
の
結
果
、
海
賊
そ
の
他
に
よ
る
被
害
も
少
く
な
く
、

交
易
上
の
不
利
も
免
か
れ
な
か
っ
た
が
、
横
断
に
よ
る
直
接
交
易
の
結
果
、
そ
の

取
扱
う
物
晶
の
量
、
質
及
び
利
潤
等
に
飛
躍
的
な
増
大
を
認
め
ね
ば
果
る
ま
い
。

緬瓢

e
、
「
ル
ソ
ン
活
劇
と
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
仕
丁
駿
研
究
（
2
）
」
⊥
甲
に
、
・
、
ン
副
グ
ナ
オ
島
内
〃

の
圃
教
徒
に
よ
る
ブ
ツ
ア
ン
の
開
発
を
述
べ
た
が
、
就
申
そ
の
地
域
に
お
け
る

奴
隷
制
に
関
し
て
は
男
ρ
O
o
5
の
巴
O
Φ
σ
ざ
¢
い
p
の
冨
冠
等
に
よ
る
諸
説

　
　
　
⑰

を
か
か
げ
、
回
教
徒
に
よ
る
金
鉱
の
採
掘
、
甘
薦
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
遣

等
に
署
干
ふ
れ
た
。
群
島
の
開
発
が
種
々
の
種
族
に
よ
っ
た
こ
と
は
今
更
云
う

ま
で
も
な
い
が
、
ル
ソ
ン
島
を
中
心
と
す
る
タ
ガ
冒
グ
、
イ
ロ
ヵ
ノ
、
イ
フ
ガ

オ
諸
書
に
よ
る
翻
発
、
ビ
サ
や
諸
島
内
、
特
に
セ
ブ
、
ネ
グ
ロ
ス
、
パ
ナ
イ
諸

島
に
摂
雛
　
地
を
哺
狩
つ
ピ
サ
や
族
の
開
発
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
説
及
び
ス
…
ル
窒
諸
島

を
中
心
と
す
る
モ
ロ
族
の
開
発
に
大
き
く
区
劃
す
る
こ
と
も
國
難
で
は
な
い
。

ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
モ
士
族
、
中
で
も
ス
ー
ル
竃
諸
島
、
ホ
十
島
を
中
心
と
す
る

暦
教
化
さ
れ
た
種
族
は
そ
の
開
発
に
も
他
種
族
と
は
異
り
、
奴
隷
を
農
薩
に
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

幽
し
、
蛍
窓
栽
培
、
金
鉱
採
掘
に
ま
で
及
ん
だ
。
そ
こ
に
ル
ソ
y
島
に
お
け
る

他
種
族
タ
ガ
ロ
グ
、
イ
群
カ
ノ
、
イ
フ
が
単
層
の
水
田
耕
作
そ
の
他
村
落
協
同

体
に
基
づ
く
農
業
経
営
と
は
異
っ
た
面
を
幾
ら
か
隠
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

前
者
が
漁
掛
を
主
と
す
る
交
易
種
族
で
あ
る
に
比
し
、
他
方
は
農
耕
を
主
と
す

る
種
族
で
あ
る
関
係
か
ら
来
る
も
の
か
。
モ
ロ
族
は
余
り
農
耕
に
は
熟
達
し
て

い
な
い
。
叉
、
凡
悩
山
冠
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
輯
職
種
｛
族
は
マ
ノ
ボ
、
ス
バ
ノ
ン
、
テ
イ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

レ
イ
、
そ
の
他
焼
畑
耕
作
を
行
う
の
み
で
、
稲
の
栽
培
は
む
し
ろ
ピ
サ
や
諸
島

か
ら
移
住
し
て
来
た
ピ
サ
や
族
に
よ
っ
て
い
る
。
当
時
、
ピ
サ
や
族
が
潔
耕
文

化
に
達
し
て
い
た
か
ど
5
か
、
む
し
ろ
文
化
の
地
質
は
漁
猟
を
と
も
な
っ
た
蒋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

耕
文
化
に
近
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
せ
る
。
尚
、
交
易
を
も
か
ね
て

い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
｛
一
着
性
、
ま
た
移
住
性
、
交
易
性
に
は
群
島
の
諸
畑
中
、

最
も
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
和
田
清
博
士
が
殴
舎
耶
の
活
躍
を
広
く
解
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ら
れ
、
台
湾
は
も
と
よ
り
、
今
の
琉
球
付
近
に
ま
で
延
長
さ
れ
た
の
も
故
な
し

と
し
な
い
。
そ
こ
に
ピ
サ
や
族
の
｝
部
が
航
海
に
も
熟
し
て
い
る
点
、
農
耕
に

も
卓
越
し
て
い
る
こ
と
は
西
領
初
期
に
も
狭
い
耕
地
の
利
用
度
が
群
島
中
で
も
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辮
し
く
高
度
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
談
馬
顔
等
国
に
も
し
種
族
を
決
定
す
る
な
ら
ば
ピ
サ
や
族
に
よ
る
国
家
と
み

る
も
不
合
理
で
は
あ
る
ま
い
。
ま
た
悪
性
国
（
附
園
参
照
）
、
呂
宋
臨
そ
の
他
の

諸
国
が
タ
ガ
ロ
グ
族
か
、
ピ
サ
や
族
か
、
そ
の
混
合
か
、
明
確
な
こ
と
は
分
ら

ぬ
が
、
申
国
の
船
舶
即
と
交
易
に
当
っ
た
も
の
に
ピ
サ
や
族
が
少
く
な
か
っ
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
一
六
世
紀
初
、
ス
ペ
イ
ン
人
が
当
時
の
宿
営
国
と
称

せ
ら
れ
た
セ
ブ
（
N
＝
げ
環
）
に
上
陸
し
た
頃
、
既
に
中
随
の
ジ
ャ
ン
ク
船
を
多
く

認
め
、
ま
た
宣
教
師
の
報
告
に
よ
れ
ば
其
後
も
し
ば
し
ば
ピ
サ
や
諸
島
付
近
で

　
　
　
　
　
⑫

申
国
船
と
衝
突
し
て
い
る
。
ま
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
も
し
ば
し
ば
憂
国
史
書
で
は
ス

ペ
イ
ン
と
混
同
視
さ
れ
、
同
じ
く
五
郎
機
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
両
国
間
の
船

舶
も
、
往
々
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
北
…
岸
と
ピ
サ
や
諸
島
蛭
類
と
の
海
峡
付
近
で
接
触

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
い
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ス
ペ
イ
ン
人
が
最
も
恐
れ
た
い
わ

ゆ
る
ム
ー
ア
（
モ
ロ
）
族
と
の
交
戦
も
サ
ン
ボ
ア
y
ガ
半
島
北
岸
か
ら
ネ
グ
ロ

ス
島
南
岸
セ
ブ
島
付
近
に
わ
た
っ
て
何
度
も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
結
局
、
ブ

ツ
ア
ン
付
近
の
金
鉱
、
そ
の
採
掘
に
必
要
と
す
る
奴
隷
の
輸
入
、
甘
簾
の
栽
培

拡
張
に
よ
る
工
率
の
積
出
等
に
、
中
国
を
は
じ
め
、
モ
ロ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
後

に
は
ス
ペ
イ
ン
、
そ
の
他
イ
ン
ド
各
導
入
が
回
教
商
人
と
共
に
集
合
し
、
群
島

申
、
最
も
活
況
を
呈
し
た
航
路
の
交
叉
点
に
当
っ
た
と
云
え
よ
う
。

四

　
談
罵
顔
等
国
と
音
韻
の
類
似
す
る
国
と
し
て
旧
唐
書
巻
一
九
七
に
記
さ
れ
た

三
和
上
国
及
び
諸
蕃
志
に
記
さ
れ
た
単
馬
令
国
典
と
の
関
係
を
調
べ
て
み
よ
う
。

　
由
本
達
郎
氏
に
よ
れ
ば
箆
和
羅
国
は
ビ
ル
マ
、
タ
イ
の
国
境
付
近
、
モ
ン
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
違
設
し
た
国
と
比
定
さ
れ
、
メ
ナ
ム
川
流
域
を
申
心
と
し
て
栄
え
た
と
記
さ

れ
て
い
る
。
氏
は
そ
の
中
に
あ
っ
た
O
〈
鐸
聾
く
倒
爵
国
を
漢
訳
し
た
も
の
で
は

な
か
ろ
う
か
と
付
記
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
　
O
く
縛
潔
く
9
1
一
国
は
一
三
世
紀
頃
ま

で
存
続
し
、
新
旧
外
書
は
勿
論
、
諸
蕃
志
に
記
載
さ
れ
て
い
る
三
仏
事
の
属
国
．

と
し
て
の
単
勢
至
国
も
同
＝
国
家
と
比
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
8
簿
5
げ
舜
一
憎

づ
σ
q
簿
も
付
近
の
国
で
味
泥
志
の
単
馬
令
は
此
の
国
に
他
な
ら
ぬ
と
、
こ
れ
は
同

じ
く
諸
蕃
墨
型
の
流
求
国
低
の
談
馬
顔
等
国
と
は
音
韻
は
良
く
似
て
い
る
が
、

こ
れ
は
「
音
を
も
つ
て
漢
訳
に
当
つ
」
と
の
同
書
の
主
旨
よ
り
幽
た
も
の
で
、

音
韻
の
類
似
の
み
を
も
っ
て
同
一
国
家
と
判
定
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
。

　
墜
和
事
国
、
竃
馬
令
國
と
談
馬
顔
等
国
と
の
間
で
は
ヒ
ン
ズ
ー
文
化
の
滲
透

程
度
で
は
差
が
認
め
ら
れ
る
が
、
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
、
マ
レ
ー
半
島
よ
り
フ
ィ

リ
ピ
ン
群
島
に
、
ス
マ
ト
ラ
、
ジ
ヤ
ヴ
ア
、
ボ
ル
ネ
オ
寄
島
瞑
を
つ
た
っ
て
波

　
　
⑳

及
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
ヒ
ン
ズ
ー
語
系
の
地
名
が
残
存
し
て
い
て
も

不
合
理
で
は
な
い
。
酔
罵
顔
等
国
は
明
ら
か
に
既
舎
耶
に
近
接
し
、
蘇
禄
国
に

臨
む
東
ネ
グ
ロ
ス
島
南
端
に
比
定
さ
れ
る
の
は
甚
し
い
誤
り
と
は
云
え
な
い
で

あ
ろ
う
。

　
柴
代
の
諸
書
が
晴
書
流
求
函
伝
の
記
載
以
外
に
附
加
し
た
個
所
は
こ
の
門
労
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有
既
禽
耶
談
罵
顔
等
国
」
の
一
〇
字
で
あ
る
こ
と
は
既
に
窟
国
清
博
士
に
よ
り

指
摘
さ
れ
た
。
栄
代
、
申
で
も
大
体
＝
一
世
紀
よ
り
＝
二
世
紀
に
か
け
て
ピ
サ

や
族
の
海
上
に
お
け
る
強
制
的
交
易
が
増
大
し
て
き
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
、

ピ
サ
や
族
の
国
々
は
既
製
耶
を
始
め
、
談
馬
顔
等
そ
の
他
未
だ
明
白
に
比
定
さ

れ
て
い
な
い
南
海
の
東
洋
諸
国
を
含
ん
で
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
砒
墜
下
は
諸
流
単
語
で
ば
既
甲
虫
国
と
は
記
し
て
い
な
い
。
談
罵
顔
等
の
次

に
は
国
と
記
し
て
あ
る
。
こ
こ
に
「
談
馬
顔
」
と
「
談
馬
顔
等
」
と
二
通
り
に

　
　
　
㊧

解
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
既
舎
耶
に
関
し
て
は
そ
の
次
の
項
で
既
舎
耶
と
国
名
を

附
さ
ず
に
記
さ
れ
、
更
に
文
中
に
も
「
園
舎
耶
語
言
不
通
、
商
販
不
及
、
祖
裸

肝
脆
、
殆
畜
類
也
…
・
：
」
と
、
未
だ
国
と
称
す
る
に
及
ば
ぬ
程
、
未
開
な
行
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

が
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
、
「
受
認
殴
舎
耶
、
談
馬
顔
等
細
し
と
「
等
」
を
談
馬
顔
に

の
み
附
す
る
方
が
合
理
的
と
恩
わ
れ
る
。
従
来
、
談
馬
顔
等
国
を
談
馬
顔
国
と

の
み
読
解
し
、
伊
能
嘉
矩
氏
は
台
湾
東
南
方
の
紅
頭
喚
に
比
定
さ
れ
、
島
夷
膳
略

の
絞
注
者
藤
田
豊
八
田
平
は
ト
バ
ゴ
島
に
各
々
比
定
さ
れ
た
場
合
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
金
関
丈
夫
氏
は
前
三
者
の
ト
バ
ゴ
島
及
び
そ
の
付
近
に
の
み
限
定
せ

ず
、
イ
ト
バ
ヤ
ッ
ト
島
、
或
い
は
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
群
島
と
の
海
砂
付
近
の

鵬
々
に
以
上
の
地
名
の
労
布
の
示
す
よ
う
な
範
囲
に
わ
た
っ
て
棲
息
し
た
南
方

系
の
霧
耕
民
族
、
或
い
は
そ
の
占
居
地
を
指
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
極
め
て

広
く
解
し
て
お
ら
れ
る
。
談
馬
顔
と
の
み
読
解
す
る
の
み
で
な
く
談
馬
顔
等
国

と
一
歩
進
め
て
解
し
て
こ
そ
始
め
て
瀧
名
の
比
定
に
よ
り
堅
実
に
進
み
得
ら
れ

る
の
で
あ
る
、

　
和
田
清
博
士
は
台
湾
の
流
求
と
呼
ぶ
名
称
に
つ
い
て
大
小
流
求
何
れ
を
台
湾

に
す
る
か
、
前
述
の
如
く
明
確
に
は
述
べ
て
お
ら
れ
な
い
。
思
う
に
池
内
宏
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愈

の
「
文
禄
慶
長
の
役
」
中
、
小
流
求
を
呂
宋
と
比
定
さ
れ
て
以
来
、
小
流
求
と
大

流
求
と
の
問
題
は
台
湾
と
ブ
イ
リ
ピ
ン
群
島
と
の
関
係
に
ま
で
進
展
し
て
来
た
。

踏
貯
夢
℃
菊
o
o
貯
三
置
氏
は
諸
公
志
麻
王
国
申
の
東
流
新
を
東
ル
ソ
ン
と
解
せ
ら

れ
、
和
田
清
博
士
も
問
じ
く
東
流
は
ル
ソ
ン
島
北
岸
付
近
に
位
濁
を
王
国
さ
れ

て
い
る
（
附
図
参
照
）
。
　
推
察
す
る
に
小
流
求
こ
そ
現
在
の
台
湾
西
南
方
の
一

小
島
に
琉
球
な
る
名
称
を
止
め
る
如
く
、
台
湾
本
島
も
し
く
は
西
方
海
面
上
の

島
撰
に
求
め
ら
る
べ
く
、
’
大
流
求
と
は
東
流
、
東
流
求
と
も
解
し
て
も
不
可
解

で
は
な
ぐ
、
ル
ソ
y
島
北
岸
、
乃
至
北
岸
付
近
の
島
瞑
に
求
め
て
も
甚
し
い
誤

を
生
じ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　
仮
に
航
海
者
よ
り
台
湾
本
島
、
呂
宋
鞍
置
島
の
景
観
を
観
察
す
れ
ば
、
既
述

の
如
く
ル
ソ
ン
島
北
岸
ア
ツ
パ
リ
付
近
は
当
時
既
に
水
田
耕
作
は
勿
論
、
他
に

比
類
無
き
階
段
耕
作
ま
で
行
わ
れ
て
お
り
、
ヵ
ガ
ヤ
ソ
川
の
水
量
、
川
幅
、
そ

の
流
域
の
広
大
さ
、
及
び
沿
岸
住
込
の
文
化
程
度
を
察
す
れ
ば
大
流
求
と
は
宮

ら
ル
ソ
y
島
を
指
す
こ
と
が
分
る
で
あ
ろ
う
、

　
当
時
、
中
国
人
は
小
流
求
と
し
て
台
湾
の
西
南
端
を
知
っ
て
い
た
が
、
原
住

昆「

ﾍ
む
し
ろ
｛
鼠
虚
誕
鳳
卿
に
は
綿
織
事
せ
い
す
、
ブ
イ
リ
ピ
ン
群
占
島
か
ら
の
ピ
サ
ヤ
マ
不

種
族
に
よ
り
取
引
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
よ
う
に
愚
わ
れ
る
。
そ
こ
に
取
引
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上
よ
り
、
ま
た
交
臼
勿
の
才
か
ら
考
え
て
も
含
湾
の
他
に
更
に
雅
な
る
流
求
国
を

想
定
し
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
、
ル
ソ
ン
島
の
事
情
が
明
確
に
な
る
に
つ
れ
、
更

に
遠
距
離
の
現
在
の
琉
球
諸
島
を
大
流
求
と
呼
称
す
る
よ
う
に
な
う
た
の
で
あ

ろ
う
。

　
一
方
、
台
湾
の
内
部
事
情
が
次
第
に
中
国
入
の
閥
で
明
確
に
な
る
に
つ
れ
、

台
湾
の
大
い
さ
が
分
り
、
そ
れ
に
反
し
て
呂
宋
へ
は
、
申
国
人
串
、
直
接
交
易

に
行
っ
て
い
る
者
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
か
え
っ
て
台
滴
を
大
流
求
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
に
つ
れ
て
小
流
求
は
パ
ビ

ヤ
ソ
諸
島
、
或
い
は
台
湾
西
南
小
島
と
穂
三
位
麗
を
変
え
て
名
付
け
ら
れ
た
わ

け
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
台
湾
西
南
の
一
小
島
が
琉
球
撰
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る

の
を
見
て
も
そ
の
一
端
を
飼
い
知
る
こ
と
が
韻
来
る
。

　
大
小
流
求
に
関
す
る
欧
入
の
所
伝
は
勿
論
、
中
国
人
の
見
解
を
お
そ
っ
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
壌

の
だ
が
、
一
六
二
二
年
、
オ
ラ
ン
ダ
の
総
監
O
o
Φ
つ
の
報
告
に
は
台
湾
を
小
流

求
と
云
い
、
一
六
七
か
年
の
ρ
U
節
℃
や
①
聴
及
び
一
七
二
四
年
の
即
く
9
ざ
暮
ご
鵠

の
所
伝
に
は
か
え
っ
て
大
流
求
と
云
っ
て
い
る
の
を
見
て
も
鶴
述
の
点
か
ら
想

像
さ
れ
よ
う
。
　
と
も
あ
れ
、
　
大
小
流
求
の
位
置
の
確
定
が
延
い
て
は
ミ
瞬
、

既
舎
耶
、
談
馬
顔
等
国
の
位
概
淡
定
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
の
で
あ

り
、
何
れ
か
の
見
解
に
基
い
て
よ
り
精
緻
な
考
証
に
進
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
談
馬
顔
等
国
は
交
通
上
か
ら
み
て
も
、
ま
た
種
族
上
か
ら
考
え
て
も
現
在
の

比
定
さ
れ
た
地
点
付
近
を
著
し
く
変
更
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
他
の

縞
馬
令
国
、
投
馬
（
和
）
国
、
野
饗
乱
国
と
は
位
置
上
全
く
異
る
こ
と
を
指
摘

し
て
お
き
た
い
。
し
か
し
、
ヒ
y
ズ
ー
語
系
の
地
名
か
ら
推
し
て
ヒ
ン
ズ
ー
丈

化
の
伝
わ
っ
た
頃
栄
え
た
も
の
か
、
今
後
尚
研
究
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。

　
最
後
に
定
住
生
活
を
暴
に
し
て
国
璽
の
成
立
を
考
え
れ
ば
自
然
環
境
上
か
一
5

の
因
｝
ナ
を
見
挑
｝
し
て
は
な
ら
・
な
い
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
群
ゐ
島
を
襲
う
臨
風
は
北
緯
…
八
度
よ
り
一
一
度
付
近
ま
で
の
轡
凶
域

に
側
数
と
し
て
は
最
も
多
い
。
し
か
し
、
破
標
的
驚
風
は
む
し
ろ
北
緯
一
一
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

よ
り
二
∴
度
．
∴
○
分
ま
で
の
地
域
に
最
も
甚
し
い
。
従
っ
て
種
族
国
家
の
根
拠

地
と
し
て
は
群
島
東
辺
よ
り
も
西
辺
、
ま
た
北
緯
一
、
陀
度
三
〇
分
以
北
か
、
一

一
度
以
爾
に
求
め
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
附
属
参
照
）
．
　
尤
も
ミ
ン
ド
ロ
島
、

ル
ソ
ン
島
北
部
、
南
西
部
に
は
身
辺
、
太
平
洋
岸
に
近
蒸
す
る
火
山
脈
、
山
葵

等
に
よ
り
、
鵬
風
の
害
を
或
程
度
免
か
れ
る
が
、
そ
の
他
の
諸
島
に
お
い
て
は

防
禦
は
不
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
ピ
サ
ヤ
（
眠
舎
耶
）
、
呂
宋
、
麻
逸
、
談
馬

顔
等
、
蘇
禄
諸
国
が
何
れ
も
風
下
の
位
揖
に
国
家
的
形
成
に
資
す
る
地
域
中
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
趣

を
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
る
、
次
に
雨
量
に
関
し
て
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
群
島

東
竪
の
無
乾
燥
期
、
冬
季
雨
期
の
地
域
及
び
無
乾
燥
期
、
無
多
雨
期
の
地
域
を

除
き
、
群
島
西
辺
の
短
期
乾
燥
期
（
二
。
三
・
四
ヶ
月
）
、
無
多
雨
期
の
地
域

及
び
冬
季
乾
燥
、
夏
駄
季
雨
期
の
地
域
を
中
心
に
求
め
る
率
も
大
に
な
る
わ
け
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で
あ
る
。

　
庶
逸
、
駅
舎
耶
、
談
馬
顔
等
、
蘇
禄
諸
種
族
露
家
の
中
心
地
域
を
以
上
の
点

よ
り
綜
合
し
て
考
え
る
と
、
膚
ら
、
｝
定
の
区
域
に
限
定
さ
れ
る
〔
附
言
参
照
）

こ
と
を
余
義
な
く
さ
れ
る
。
談
馬
顔
導
圏
の
位
置
が
ピ
サ
や
諸
島
中
、
最
爾
端

の
ネ
グ
ニ
ス
島
島
南
郵
付
近
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
は
自
然
環
境
上
か
ら
考
え
て

も
、
そ
れ
程
、
不
合
理
な
位
麗
と
断
定
す
る
こ
と
は
轟
来
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
①
　
馴
岡
濡
謀
港
　
㎜
明
代
…
以
茜
刷
の
支
那
入
に
知
ら
れ
た
る
フ
ィ
リ
ど
ン
諾
島

　
　
東
亜
史
論
叢
　
昭
和
一
八
年
　
五
一
四
一
鷲
心
八
頁

　
②
　
　
石
閏
幹
之
助
載
禰
　
　
車
購
噛
源
に
㎜
一
山
9
一
Φ
｛
又
那
史
料
　
　
三
略
和
一
一
玉
丁
年
　
　
一
レ
〕
漏
ハ

　
　
i
｝
七
七
頁
。

　
③
和
鴇
清
藩
前
掲
書
五
…
四
頁
。
そ
の
他
、
筒
一
著
、
≒
琉
球
、
台

　
　
湾
の
名
称
に
つ
い
て
」
東
洋
挙
報
　
一
闘
巻
四
暑
「
再
び
略
書
の
流
求
園

　
　
に
つ
い
て
扁
歴
史
地
理
　
五
七
巻
留
一
暑
　

ニ
ニ
四
一
二
二
六
頁
。

　
④
　
切
貯
簿
’
燭
0
9
誉
筥
…
O
び
①
“
冒
～
開
爆
9
ρ
．
一
り
一
ド
℃
・
一
a
一
三
Q

　
　
〔
罵
一
〇
D
≦
o
『
罵
。
ご
爵
①
O
ど
ぎ
①
ω
①
口
昌
α
》
械
動
げ
弓
戦
曽
α
o
ぎ
怠
お
6
タ
．
－

　
　
免
津
ぽ
簿
臣
鳥
8
E
糞
Φ
①
黛
ぽ
O
①
黛
蒋
は
⑦
ρ
o
艮
一
瓢
①
阜
〕
　
に
は
豊
国
耶
を

　
　
台
湾
の
蘇
…
族
申
に
求
め
、
恐
ら
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
群
島
よ
瀕
渡
来
r
し
て
来
た

　
　
種
族
で
あ
ろ
う
が
、
台
湾
に
永
住
し
、
ピ
サ
ヤ
は
台
北
の
至
妙
N
⑦
臣
ψ
o
部

　
　
落
で
は
な
い
か
と
論
及
し
て
い
る
。

　
⑤
梁
慕
彬
、
「
宋
代
『
砒
會
耶
』
確
在
ム
ロ
藏
非
在
藤
蔓
無
考
」
丈
献
専
判

　
　
二
巻
三
・
四
望
　
諸
国
四
〇
年

　
⑥
　
慰
撫
省
量
地
の
中
国
籍
に
は
方
雷
が
多
く
、
叉
、
広
東
の
方
面
中
濁
濡

　
と
灘
皆
そ
の
他
に
糧
違
が
見
ら
れ
る
の
で
、
現
在
壼
湾
在
往
の
中
詩
人
の

発
音
を
調
べ
れ
ば
、
福
建
昏
地
の
方
誉
を
も
会
せ
知
る
こ
と
が
禺
来
、
か

へ
っ
て
ぎ
時
の
韮
是
近
い
も
の
が
得
ら
れ
る
。
従
っ
て
砦
揚
含
、
欝

台
辞
典
（
台
湾
弾
豆
協
会
発
行
、
昭
和
六
年
）
麹
使
用
し
そ
の
囎
畜
な
謁

　
べ
た
。
　
　
　
　
　
，

⑦
　
羅
慕
彬
　
前
掲
書
　
中
真
人
が
彼
々
、
東
と
南
と
を
混
同
し
て
い
る
こ

　
と
を
指
与
し
て
い
る

⑧
　
和
岡
溶
藩
「
琉
球
、
脅
泌
の
名
称
に
つ
い
て
鳳
東
洋
学
報
｝
四
巻
四
号

　
嗣
　
　
「
再
び
陪
堂
風
の
流
求
圃
に
つ
い
て
」
歴
史
地
理
撮
七
巻
三
号
　
一
一
二

　
四
－
二
二
八
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ゆ
　
む
　
ゆ
　
ぬ
　
い

⑨
東
西
洋
考
巻
五
、
跨
宋
伝
の
巾
に
「
朔
霧
、
俗
名
臓
二
仏
郎
二
三
拠
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
ロ
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

　
ゆ
　
む
　
ロ
　
む
　
む

　
乗
時
先
聚
彼
一
二
其
国
人
絹
親
好
、
仏
難
機
之
破
農
朱
、
朔
一
入
有
力
焉
、

　
（
後
略
）
」
西
領
初
期
セ
ブ
は
ω
¢
げ
β
〔
N
郎
σ
¢
〕
と
呼
び
群
島
支
配
の
π
雌
初

　
の
級
拠
地
と
し
た
が
、
セ
ブ
は
即
ち
二
戸
、
宿
霧
で
あ
る
こ
と
は
憲
丈
串

　
よ
η
推
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。

⑩
藤
瞬
豊
八
著
島
夷
志
略
校
濾
（
全
）
（
闘
学
丈
三
三
慧
六
編
）
八
　
頁

⑪
宮
良
当
壮
碧
「
琉
球
風
旗
と
そ
の
冒
語
」
斑
族
挙
研
究
一
八
巻
四
号

⑫
和
田
清
著
「
琉
球
、
ム
ロ
湾
の
名
称
に
つ
い
て
」
東
洋
挙
聾
一
隅
巻
四
号

⑧
　
ヤ
ミ
族
の
移
動
｝
に
㎜
闘
し
て
は
　
宮
良
当
珪
載
“
　
晶
削
掲
書
参
照
。

⑪
　
鹿
野
忠
雄
著
　
東
南
亜
細
亜
田
口
学
先
史
学
研
究
　
金
文
化
の
北
進
に

　
つ
い
て
述
｝
べ
る
。
　
七
！
八
頁
。

⑮
傳
統
先
著
中
国
圃
教
史
宋
代
代
五
教
篇
及
び
叫
教
対
於
宋
代
丈
化

　
上
之
影
響
篇
参
照
。

⑯
　
傅
統
先
藩
　
前
掲
書
三
九
！
四
〇
頁
及
び
国
画
、
匪
輌
8
ぼ
Φ
》
口
0
8
鵠
叶

　
躍
δ
8
聴
嘱
o
h
Ω
轟
ロ
9
中
に
「
磁
針
を
発
見
し
た
中
漁
人
は
羅
針
盤
の
製

繊
（ユ憩）



努尋繕「談馬顔等舗」　の位羅1乳闘して　（＊遷寸）

　
作
に
ま
で
は
及
ば
な
か
っ
た
…
…
ア
ラ
ビ
ヤ
人
の
製
作
に
よ
り
始
め
て
航

　
海
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
。

⑰
　
周
．
O
●
O
O
一
Φ
　
に
よ
れ
ば
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
群
島
南
部
の
奴
隷
制
は
ヒ
ン

　
ズ
ー
・
ジ
ヤ
ヴ
ァ
入
と
征
服
者
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
わ
、
後
、
回
教
徒
の

　
侵
略
ゑ
償
に
よ
っ
て
伝
撮
さ
れ
た
・
：
：
・
」
と
、

　
　
ま
た
、
ぞ
潜
H
＜
【
。
の
9
δ
①
σ
唄
に
よ
れ
ば
「
こ
の
附
近
の
」
奴
難
榊
制
に
関
し
、

　
国
教
徒
の
習
慣
…
上
、
奴
隷
の
個
人
的
所
有
と
い
う
単
な
る
組
織
で
あ
っ
た

　
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
封
建
的
、
半
軍
事
的
な
要
繁
を
多
分
に
含
ん
だ
。

　
つ
ま
り
棊
二
種
で
あ
る
ス
ル
タ
ン
の
独
裁
的
役
購
を
果
す
上
に
、
全
一
民

　
の
服
従
窪
強
い
る
に
必
頻
な
る
も
の
で
あ
っ
た
：
：
：
」
と
の
意
見
を
有
し

　
て
い
る
。
ま
た
、
ゆ
霊
三
二
も
「
ス
ー
ル
ー
諸
島
の
倒
教
徒
と
岡
じ
く

　
ダ
ト
ウ
に
は
ア
ラ
ビ
ア
入
の
血
統
の
者
が
網
続
し
、
奴
隷
制
も
続
け
ら
わ

　
た
」
と
、
　
「
従
っ
て
奴
隷
に
よ
る
農
園
は
永
く
続
け
ら
れ
、
同
時
に
権
威

　
を
伸
狩
続
す
る
た
め
、
陥
鷹
九
、
奴
隷
制
｝
は
行
わ
れ
た
」
弘
扁
、
以
上
、
多
く
の

　
研
究
者
に
よ
り
こ
の
壇
方
の
回
教
徒
と
奴
隷
の
関
係
に
つ
い
て
意
見
が
発

　
表
さ
わ
て
い
る
。
［

　
や
ピ
p
q
窄
吋
Φ
コ
鵠
賃
B
9
ρ
β
ゆ
四
誹
鳥
喰
α
R
①
遂
ω
o
∬
け
げ
⑦
妙
も
9
㎡
》
巴
P
●
や
ω
⑩
ム
一

　
．
竃
．
7
轡
ω
巴
Φ
o
σ
国
“
（
ご
σ
●
ピ
鋤
ω
片
①
鴎
“
3
箆
愉
℃
・
窓
断
双
）

　
野
ρ
O
o
δ
”
（
じ
g
。
ピ
勲
ω
渥
①
醜
“
8
践
u
ワ
こ
。
蔚
所
収
）

⑮
　
鋭
劉
魏
δ
Φ
σ
①
資
勺
①
o
覧
①
o
｛
夢
Φ
℃
三
島
眉
り
貯
Φ
ω
翼
注
O
覧
づ
．
謬
占
画

⑲
O
巴
p
σ
Q
a
ゆ
ジ
〔
開
墾
諺
陣
呂
と
称
す
る
一
種
の
焼
畑
耕
作
を
行
う
。

　
》
．
劉
翻
醗
。
Φ
げ
①
樽
”
3
凱
堵
マ
博
晶
い
℃
o
σ
瞳

⑳
金
関
丈
夫
「
諾
蕃
志
の
談
馬
顔
園
」
と
題
し
て
発
表
さ
れ
た
第
七
回
人

　
類
学
疑
族
学
協
会
大
会
託
箏
中
に
詳
記
。

⑳
　
翻
田
清
砦
　
明
．
代
以
前
の
支
那
人
に
知
ら
れ
た
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島

　
東
亜
更
論
叢
　
五
｝
七
頁
、

⑳
　
じ
ヴ
冨
網
鐙
益
困
。
σ
①
答
ω
o
p
脚
6
げ
①
℃
置
に
℃
讐
ロ
①
同
ω
這
降
鳥
ω
・
ワ
二
藍
蝿

⑱
　
二
巴
励
9
欝
α
勾
。
げ
①
答
ω
o
⇔
“
一
σ
凱
・
ワ
羅
こ
。
”
や
ド
α
Q
。
・

⑳
山
本
達
郎
碧
堕
．
和
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基
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